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Prioritized outcomes による複合評価項目の解析 

 

 臨床的に最も重要と考えられるイベントの発生が稀である場合、評価項目の定義に複数

の種類のイベントを用いることがある。例えば、がん臨床試験における死亡・増悪、循環器

臨床試験における死亡・心筋梗塞・脳卒中、などがある。このような場合、最初に発生する

イベントまでの時間（time-to-first event）を評価項目（複合評価項目；composite endpoint）

とすることが多い。Time-to-first event を用いる場合、それぞれのイベントの重要度が適切

に考慮されない可能性が問題となる。近年、イベント（もしくは outcome）の重要度を考慮

する方法（prioritized outcomes）を用いて複数の評価項目を統合する解析に注目が集まって

いる。Prioritized outcomes の考え方は、複数の種類のイベントに関する評価項目に限らず、

AIDS 臨床試験における生存時間（死亡）と経時データ（CD4）、感染症臨床試験における

カテゴリカル変数（clinical benefit）と連続変数（抗菌薬使用日数）など、様々な評価項目

で用いられている。 

本発表では、prioritized outcomes による複合評価項目の解析における”win ratio”や

“proportion in favor of treatment”と呼ばれる指標に関する特徴をまとめ、今後の応用を議論

する。 
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